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タイ国内証券会社による投資家向けレポートで

当社ファイナンス事業子会社が推奨されました

タイ国内証券会社である Asia Plus Securities （以下アジアプラス社）は、同社の発表する投資家

向けレポート「Market Plus」６月 13 日号において、当社の連結子会社でファイナンス事業を行う Group

Lease PCL(以下 GL)を取り上げ、消費者金融セクターにおいて最も推奨する銘柄として推奨しており

ますので、下記にご紹介いたします。

現在現在 GL は新たに ASEAN 全域へと事業を拡大する方針を発表しておりますが、タイ国内において

もタイ国内の好調な経済環境と強化された新経営体制のもとで競争力を高め、高い収益力を保ちなが

ら事業拡大を進めております。今後も新たなニュースがありました際はお知らせいたします

記

＜アジアプラス Market Plus＞より

消費者金融部門における極めて優れた小型株 GLが一押し

本日、我々のリース部門のアナリストは調査範囲を広げて GL についてのリサーチを公表いたしま

した。同社はオートバイリース事業を行っており、当社リサーチ部門は、消費者金融セクター銘柄の

中から GL を最も推奨する銘柄に選びました。その理由は以下の通りです。

現在オートバイの販売の拡大とともに同社の収益は拡大する傾向にあります。政府の購買力刺激策

（1日の最低賃金を 300 バーツへ急引上げしたこと）による消費者の購買力が上昇しており、GL 社が

オートバイリース契約を継続的に獲得できる環境が形成されています。直近 5 月現在では新規オート

バイリーシング契約は月間 5,900 件に到達しつつあり、これは 2011 年の月平均約 2,000 件を上回っ

ています。更に社は現在、地方のディラーを増やすことにより地方の収益を取り込むという戦略を採

用しており、積極的な拡大を試みています。

その結果として、2012 年と 2013 年の純利益はそれぞれ 2011 年に比べ 12%、8%の成長が見込まれ、

279 百万バーツ、301 百万バーツへの増加が予想されます。

2012年における同社の適正価格は、PER10倍で一株35.9バーツとなり、34%の上昇が見込まれます。

さらに年間約 8%から 10%の配当利回りが見込まれている上に、現在、GL はリース業界で最も低い PER

と PBV となってます。

アジアプラス社によるレポート原文は下記を参照ください（英語）

URL：http://inv2.asiaplus.co.th/web_research/doc/2012/06/mt13eng.pdf

以 上


